
　
我
々
は
標

準
予
防
策
を

念
頭
に
日

常
、
診
療
を

行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
渦
中

の
現
状
で
も
、「
エ
ア
ロ
ゾ
ル

が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
手

技
を
実
施
し
な
い
と
き
は
、
標

準
予
防
策
で
あ
る
サ
ー
ジ
カ
ル

マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
衛
生
の

励
行
の
徹
底
で
、
外
来
で
の
感

染
予
防
と
し
て
差
し
支
え
な

い
」
と
の
厚
労
省
通
達
を
信

じ
、
発
熱
や
上
気
道
症
状
を
有

し
て
い
て
も
、
厚
労
省
基
準
に

達
せ
ず
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら

れ
な
い
患
者
の
診
療
を
行
っ
て

き
た
▼
コ
ロ
ナ
の
日
本
上
陸
か

ら
5
カ
月
が
経
過
し
た
。
卸

ル
ー
ト
で
入
る
マ
ス
ク
や
消
毒

薬
は
ま
だ
わ
ず
か
で
あ
る
。
行

政
や
医
師
会
か
ら
の
給
付
や
寄

付
に
頼
っ
て
い
る
。
一
部
の
商

品
は
、
一
般
向
け
に
市
場
に
出

回
っ
て
い
る
が
、
医
療
用
と
し

て
使
用
可
能
か
不
明
で
購
入
を

思
案
中
で
あ
る
。
Ｎ
95
マ
ス
ク

は
も
と
よ
り
個
人
用
感
染
防
護

具
は
全
く
手
に
入
ら
な
い
。

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
や
手
袋
、

ガ
ウ
ン
は
、
職
員
に
買
い
物
の

際
に
見
つ
け
た
ら
購
入
し
て
く

る
よ
う
、
頼
ん
で
い
る
状
況
だ

▼
厚
労
省
はSA

R
S-CoV

-2

の
抗
原
検
査
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

全
国
の
医
療
機
関
に
行
政
検
査

と
し
て
委
託
す
る
こ
と
を
始
め

た
▼
医
療
機
関
職
員
の
感
染
防

護
策
も
不
十
分
な
状
態
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
と
も
に
第
二
波

が
襲
っ
て
く
れ
ば
ど
の
よ
う
な

事
態
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
大

阪
府
で
は
一
般
診
療
所
で
2
人

の
医
師
が
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
ら

れ
、い
ず
れ
も「
一
般
の
患
者
を

診
て
い
て
罹
患
し
た
可
能
性
が

あ
る
」
と
の
見
方
を
大
阪
府
医

師
会
長
が
示
さ
れ
た
。 （
恭
仁
）

　
2
0
1
9
年
度

（
19
年
6
月
〜
20

年
5
月
）
も
会
員

各
位
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
医
療
事
故
に

関
す
る
報
告
・
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
19
年
度
の
主
な
特
徴
と
し
て

は
、
①
医
療
事
故
報
告
件
数
は

前
年
度
よ
り
増
加
し
、
37
件
と

な
っ
た
②
事
故
報
告
数
の
病
診

比
率
は
、
病
院
の
割
合
が
診
療

所
の
3
倍
近
く
と
な
っ
た
③
複

数
回
の
医
事
紛
争
を
報
告
す
る

医
療
機
関
は
最
も
多
い
と
こ
ろ

で
は
年
間
4
件
の
報
告
が
あ
っ

た
④
全
事
故
報
告
中
、
97
・
3

％
が
解
決
に
達
し
て
お
り
、
依

然
と
し
て
高
水
準
を
保
っ
て
い

る
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
19
年
度
は
「
転
倒
・
転
落
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
講
習

会
や
講
演
会
を
企
画
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
止
む
な

く
開
催
延
期
と
し
た
。
転
倒
・

転
落
は
、
今
後
の
超
高
齢
社
会

を
見
据
え
る
と
医
療
安
全
対
策

に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
と
予
想
で
き
る
。
代
議
員
対

象
月
例
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
一

定
「
対
策
を
講
じ
て
い
る
」
と

回
答
し
た
医
療
機
関
が
大
半
を

占
め
た
が
、
そ
れ
で
も
転
倒
・

転
落
の
相
談
は
後
を
絶
た
な

い
。
院
内
で
転
倒
・
転
落
が
発

生
す
れ
ば
、
医
療
機
関
側
に
管

理
ミ
ス
が
な
く
と
も
、
患
者
側

は
負
傷
し
た
と
い
う
事
実
の
み

に
注
目
。
医
療
機
関
側
の
責
任

を
追
及
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

協
会
と
し
て
も
解
決
し
が
た
い

事
故
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い

る
。

　
19
年
度
、
開
催
延
期
と
し
た

講
習
会
等
に
つ
い
て
は
、
現
在

開
催
に
向
け
て
準
備
中
で
あ

る
。
講
習
会
で
は
、
院
内
で
転

倒
・
転
落
が
発
生
し
た
際
の
対

応
を
含
め
、
転
倒
・
転
落
が
起

こ
る
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
紹

介
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
講
習
会
の
延
期
に
伴
い

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
過
去
に

発
行
し
た
「
医
療
安
全
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
―
医
療
安
全
研

修
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」の
中
か
ら「
転
倒
・

転
落
」
に
関
す
る
事
例
を
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
院
内
学
習
等

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
19
年
度
は
協
会
が

医
療
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

60
周
年
を
迎
え
た
記
念
と
し
て

「
医
事
紛
争
事
例
集
―
医
師
が

選
ん
だ
60
事
例
」
を
発
刊
し

た
。
ま
た
、
現
在
は
「
医
療
安

全
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
―
医

療
安
全
研
修
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ⅲ
」
の
発
刊
に
向
け
て
編
集

中
で
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
行
の
際

に
は
ぜ
ひ
ご
購
入
い
た
だ
き
、

日
常
診
療
で
の
「
安
全
」
と

「
安
心
」
を
一
層
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
協
会
は
長
年
、
医
療
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
転

倒
・
転
落
に
限
ら
ず
、
医
療
事

故
な
ど
患
者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
協
会
に
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

超
高
齢
社
会
に
向
け

転
倒
・
転
落
対
策
が
重
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
、
京
都
府
で
は
約

1
カ
月
半
が
経
過
し
た
。
だ
が

現
時
点
で
も
、
関
東
圏
を
中
心

に
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
報
告

さ
れ
、
東
京
都
の
感
染
者
数
は

明
ら
か
に
増
加
し
て
お
り
、
私

た
ち
は
引
き
続
き
予
断
を
許
さ

な
い
健
康
危
機
の
只
中
に
あ
る

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

国
・
府
・
京
都
市
へ

３
次
に
わ
た
り
提
言

　
協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
拡
大
局

面
に
入
っ
た
2
月
以
降
、
会
員

医
療
機
関
へ
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
会
員
の
声
に
基

づ
い
て
国
や
府
・
京
都
市
に
マ

ス
ク
を
は
じ
め
感
染
防
護
用
の

医
療
資
機
材
の
供
給
を
要
望
。

続
い
て
爆
発
的
感
染
拡
大
を
想

定
し
た
医
療
提
供
体
制
確
保
と

検
査
充
実
を
求
め
、
3
次
に
わ

た
る
提
言
を
行
っ
た
。

の
設
置
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
最
低
で
も
二
次
医

療
圏
に
1
カ
所
、
京
都
市
で
は

全
行
政
区
の
区
役
所
・
支
所
に

「
公
的
な
発
熱
外
来
」
を
設
置

し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
担
う
。
そ

こ
へ
地
域
の
開
業
医
が
出
務
す

る
形
で
診
療
す
る
仕
組
み
が
必

要
だ
と
主
張
し
て
き
た
。
こ
れ

は
、
医
療
を
必
要
と
す
る
人
の

受
診
控
え
を
解
消
し
、
医
療
機

関
の
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
は

ず
で
あ
る
。

　
三
つ
め
は
保
健
所
機
能
の
抜

本
強
化
で
あ
る
。

　
今
で
こ
そ
、
都
道
府
県
・
特

別
区
・
保
健
所
設
置
市
と
、
取

り
ま
と
め
機
関
と
の
間
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
・
抗
原
検
査
実
施
の
委

託
契
約
（
集
合
契
約
）
に
つ
い

て
、
事
務
通
知
（
5
月
10
日

付
）
が
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
が
、
流
行
拡
大
時
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
行
政
検
査
で
あ

る
以
上
、
実
施
は
保
健
所
も
し

く
は
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
の

み
。
と
り
わ
け
地
域
の
保
健
所

は
、
地
域
保
健
法
が
施
行
さ
れ

た
1
9
9
4
年
以
降
、
統
廃
合

や
人
員
削
減
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
中
で
の
感
染
症
患
者

対
応
は
、
困
難
を
極
め
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
、
公
衆

衛
生
を
担
う
保
健
所
の
重
要
な

役
割
に
対
し
、
ど
れ
ほ
ど
国
が

そ
れ
を
軽
視
し
て
き
た
か
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
今
日

の
保
健
所
の
苦
悩
と
困
難
の
源

泉
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
た
と
し

て
も
、
同
じ
轍
を
踏
む
過
ち
を

犯
し
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
の

よ
う
に
新
興
感
染
症
が
発
生
し

た
場
合
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

も
、
感
染
患
者
受
け
入
れ
病
院

に
と
っ
て
も
、
開
業
医
に
と
っ

て
も
、
保
健
所
が
要
と
な
っ
て

対
応
す
る
の
が
基
本
で
、
こ
れ

は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

保
健
所
の
機
能
強
化
は
も
ち
ろ

ん
、
政
策
と
し
て
の
公
衆
衛
生

行
政
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
四
つ
め
は
開
業
医
の
経
営
支

援
で
あ
る
。

　
病
院
を
は
じ
め
、
地
域
の
多

く
の
開
業
医
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
疑
い
の
患
者

を
受
け
入
れ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
た
。
協
会

が
実
施
し
た
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
発
熱
患
者
等
を
受
け
入

れ
る
に
あ
た
っ
て
、
別
室
で
の

対
応
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方

で
、
感
染
拡
大
に
対
す
る
怖
れ

と
外
出
自
粛
の
徹
底
に
よ
り
、

多
く
の
患
者
が
受
診
を
手
控
え

た
結
果
、
感
染
症
患
者
の
治
療

を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
は
も

と
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
医
療
を

担
当
し
て
い
る
一
般
の
医
療
機

関
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
減

収
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た（
本
紙
3
0
7
5
号
既
報
）。

　
医
療
機
関
の
経
営
破
綻
に
端

を
発
す
る
医
療
崩
壊
を
招
か
な

い
た
め
に
も
、
協
会
は
昨
年
同

月
実
績
と
の
報
酬
差
額
を
公
費

で
助
成
す
る
な
ど
具
体
的
な
要

請
を
検
討
し
て
い
る
。
実
効
性

を
伴
っ
た
医
療
機
関
の
経
営
支

援
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
浮
き
彫
り
に
し
た

日
本
の
保
健
医
療
政
策
の
不
備

談  話

　
中
京
東
部
医
師
会
選
出
の

代
議
員
・
予
備
代
議
員
に
欠

員
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
京
都
府
保
険
医
協
会
選

挙
規
定
第
32
条
1
項
に
よ

り
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員

の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
2
0
年

7
月
10
日
（
金
）

　
▽
締
切
日
時
＝
7
月
17
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
1

人
、
予
備
代
議
員
2
人

　
▽
任
　
期
＝
21
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・
　

予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

中
京
東
部

解
決
を
求
め
た
い

四
つ
の
課
題

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
上
に

立
ち
、
今
、
国
や
自
治
体
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
を
防
止
し
、
1
人
で
も
多
く

の
人
命
を
守
る
た
め
解
決
を
求

め
た
い
四
つ
の
課
題
が
あ
る
。

　
一
つ
は
、
国
が
感
染
症
に
対

応
で
き
る
病
床
の
確
保
を
怠
っ

て
き
た
事
実
を
認
め
る
こ
と
。

　
現
在
、
京
都
府
は
、
33
医
療

機
関
、
4
3
1
病
床
を
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
病
床
と

し
て
確
保
し
て
い
る
。
し
か

し
、
都
道
府
県
が
策
定
す
る
医

療
計
画
上
の
感
染
症
病
床
は
、

人
口
比
に
応
じ
一
律
に
病
床
数

を
定
め
ね
ば
な
ら
ず
、
38
床
の

ま
ま
だ
。
結
核
病
床
と
合
わ
せ

て
も
1
8
8
床
に
過
ぎ
な
い
。

今
や
、
感
染
症
流
行
以
前
の
医

療
需
要
推
計
、
必
要
病
床
数
、

基
準
病
床
数
は
す
べ
て
無
効
で

あ
り
、
少
な
く
と
も
医
療
計
画

上
の
感
染
症
病
床
の
配
置
基
準

や
一
般
病
床
の
指
定
基
準
の
見

直
し
は
急
務
で
あ
る
。
そ
し

て
、
患
者
を
受
け
入
れ
ざ
る
を

得
な
い
一
般
病
床
で
の
感
染
症

対
策
は
、
国
が
責
任
を
持
ち
、

実
施
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　
二
つ
め
は
公
的
な
発
熱
外
来

副理事長

渡邉 賢治

全国852カ所（1992年）➡ 469カ所（2020年）

京都府12カ所➡ 2004年に7カ所1支所

京都市11カ所（各行政区）➡ 2010年に1カ所

（全国保健所長会「保健所数の推移」より） 

保健所数の推移

2 0 2 0 年 （令和 2年） 7 月 1 0 日 第 3 0 7 7 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

２
０
２
０
診
療
報
酬
改
定
こ
う
み
る（
精
神
科
）�（
2
面
）

改
定
不
合
理
点
と
コ
ロ
ナ
の
臨
時
的
対
応
で
ア
ン
ケ
ー
ト�

（
3
面
）

保
健
所
体
制
整
備
で
政
策
解
説�

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
私
の
父
は
医
師
で
、
故
郷
の

土
地
で
開
業
し
た
。そ
の
当
時
、

私
は
幼
か
っ
た
が
、
日
々
の
診

療
に
加
え
、
毎
月
初
め
に
な
る

と
膨
大
な
書
類
を
前
に
夜
更
け

ま
で
仕
事
し
て
い
た
父
の
姿
が

思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
私

は
医
学
部
に
進
ん
だ
が
、
誠
に

恥
ず
か
し
い
こ
と
に
、
あ
の
書

類
の
持
つ
意
味
を
明
確
に
理
解

し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
本
書
を

読
ん
で
よ
う
や
く
、
私
は
保
険

診
療
の
仕
組
み
の
全
体
像
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
本
書
は
、
ま
ず
国
民
皆
保
険

制
度
の
特
徴
と
価
値
を
述
べ
、

開
業
医
を
は
じ
め
と
す
る
先
人

た
ち
が
皆
保
険
制
度
を
創
り

守
っ
て
き
た
長
年
に
わ
た
る
献

身
的
な
運
動
の
歴
史
を
平
明
に

解
説
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新

自
由
主
義
改
革
が
皆
保
険
制
度

を
根
底
か
ら
揺
る
が
せ
て
い
る

と
い
う
事
実
を
提
示
し
警
鐘
を

鳴
ら
す
と
と
も
に
、
若
手
医
師

た
ち
へ
期
待
と
励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。

　
現
在
米
国
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
の
中

で
、
従
来
か
ら
の
無
保
険
者
に

加
え
、
失
業
に
よ
っ
て
医
療
保

険
を
失
っ
た
人
が
急
増
し
て
お

り
、
米
国
民
の
医
療
費
へ
の
不

安
が
強
ま
る
中
、
国
民
皆
保
険

の
必
要
性
を
主
張
す
る
声
が
高

ま
っ
て
い
る
と
聞
く
。「
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」

保
険
証
1
枚
で
必
要
な
医
療
を

必
要
な
だ
け
受
け
る
こ
と
が
で

き
る 

―― 

当
た
り
前
の
よ
う
に

享
受
し
て
き
た
こ
の
制
度
が
、

決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
く
、

日
本
に
住
む
人
々
の
安
心
・
安

全
に
ど
れ
ほ
ど
寄
与
し
て
き
た

か
に
気
付
か
さ
れ
た
。
そ
れ
が

い
ま
、
崩
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
本
書
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
研
修
医
た
ち
は
保
険

医
に
な
る
に
あ
た
り
、
保
険
診

療
制
度
や
保
険
医
の
役
割
に
関

す
る
説
明
を
受
け
て
い
な
い
の

が
現
状
だ
。
私
自
身
も
本
書
に

出
会
わ
な
け
れ
ば
、
自
分
が
携

わ
る
診
療
が
ど
の
よ
う
な
基
盤

の
上
に
成
り
立
つ
も
の
な
の
か

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
結
果

西
京
・
乙
訓

　
西
京
医
師
会
選
出
の
予
備

代
議
員
、
乙
訓
医
師
会
選
出

の
代
議
員
・
予
備
代
議
員
の

欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補

者
数
は
定
数
以
内
で
し
た
の

で
、
京
都
府
保
険
医
協
会
選

挙
規
定
第
2
章
第
31
条
に
よ

り
、
投
票
を
行
わ
ず
立
候
補

者
を
も
っ
て
当
選
人
と
決
定

し
ま
し
た
。
任
期
は
2
0
2

1
年
4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

﹇
西
京
﹈
予
備
代
議
員

 

松
井 

輝
夫

 

石
田 　
章

 

土
井 

た
か
し

 
酒
井 　
亮

﹇
乙
訓
﹈
代
議
員

 
下
尾 
和
敏

 

斉
ノ
内 
良
平

 

大
林 

和
彦

 

梅
山 　
信

　
　
　 

予
備
代
議
員

 

馬
本 

郁
男

 

岩
見 

達
也

 

繁
本 

俊
哉

　
精
神
科
領
域
に
お
け
る
今
回

の
改
定
で
は
「
精
神
障
害
に
も

対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
が
見
直
し
の

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
地
域
と
の

連
携
を
含
む
他
職
種
連
携
の
取

り
組
み
の
強
化
、
精
神
疾
患
を

持
つ
人
の
地
域
へ
の
移
行
定

着
、
地
域
生
活
支
援
の
充
実
を

含
む
質
の
高
い
精
神
医
療
を
評

価
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
精

神
科
退
院
時
共
同
指
導
料
、
通

さ
れ
た
。
精
神
科
急
性
期
医
師

配
置
加
算
に
お
い
て
ク
ロ
ザ
ピ

ン
導
入
実
績
に
よ
り
差
が
つ
く

こ
と
に
な
り
、
ク
ロ
ザ
ピ
ン
新

規
導
入
を
目
的
と
し
た
病
棟
に

対
し
て
は
在
宅
移
行
率
に
よ
り

優
遇
策
が
設
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
精
神
科
身
体
合
併
症
管
理

加
算
の
見
直
し
、
精
神
科
療
養

病
棟
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　
個
別
疾
患
に
対
す
る
治
療
・

支
援
の
充
実
で
は
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
の
集
団
療
法
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
す
る
評
価
が
新
設
さ

れ
た
。
ま
た
心
理
的
発
達
の
障

害
に
対
す
る
支
援
の
充
実
と
し

て
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
料
に
お
い
て
公
認
心
理
士

に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
対

す
る
評
価
が
加
わ
っ
た
。
算
定

要
件
に
注
意
さ
れ
た
い
。
一
方

で
長
谷
川
式
知
能
評
価
ス
ケ
ー

ル
や
Ｍ
Ｍ
Ｓ
Ｅ
が
原
則
3
カ
月

院
精
神
療
法
の
療
養
生
活
環
境

整
備
指
導
加
算
、
精
神
科
在
宅

患
者
支
援
管
理
料
の
見
直
し
等

が
そ
れ
に
対
応
す
る
が
、
算
定

要
件
、
施
設
基
準
の
見
直
し
も

あ
る
た
め
注
意
を
要
す
る
。

　
精
神
科
病
棟
に
お
け
る
高
度

な
医
療
促
進
の
た
め
、
わ
が
国

で
普
及
が
遅
れ
て
い
る
と
さ
れ

る
ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
普
及
促
進
、

持
続
性
抗
精
神
病
注
射
薬
剤

（
Ｌ
Ａ
Ｉ
）
の
使
用
促
進
が
示

に
1
回
の
算
定
に
制
限
さ
れ

た
。 

　
今
回
の
改
定
は
前
述
の
よ
う

な
内
容
で
あ
る
が
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
わ

る
診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取

扱
い
」
で
通
院
・
在
宅
精
神
療

法
を
電
話
や
情
報
通
信
機
器
を

用
い
た
診
療
を
行
っ
た
場
合
、

Ｂ
0
0
0
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
の
1
4
7
点
を
月
1
回
限
り

算
定
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

週
1
回
の
算
定
が
可
能
だ
っ
た

も
の
が
月
1
回
の
算
定
制
限
と

な
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
、
改

善
を
求
め
る
要
請
書
を
京
都
府

保
険
医
協
会
と
保
団
連
は
4
月

23
日
に
厚
労
大
臣
や
関
係
委
員

会
の
全
委
員
に
送
付
し
て
い
る

こ
と
を
付
記
し
た
い
。

認
識
し
な
い
ま
ま
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
っ
て

こ
ら
れ
た
先
生
方
に
は
、
ぜ
ひ

発
信
を
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
。
新
自
由
主
義
改
革
以

降
の
医
療
制
度
し
か
知
ら
な
い

（
私
自
身
を
含
む
）
若
手
医
師

た
ち
は
、
知
る
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
知
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
本
書
が
多

く
の
医
学
生
や
研
修
医
た
ち
の

手
に
取
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

京都府保険医協会 創立70周年記念出版

開業医医療崩壊の
危機と展望
これからの日本の医療を支える
若き医師たちへ

京都府保険医協会

B 5 判・104頁
定価 本体1,700円＋税

追加でご希望の場合は保険医
協会事務局までご連絡下さい
（☎075-212-8877）

会員割引
あり!

まずは知ることから始まる
加畑 理咲子（京都民医連中央病院初期研修医 ）

『開業医医療崩壊の危機と展望』 発刊を受けて

定期総会第73回 第199回 定時
代議員会合併

日　時 8月2日 （日） 午後 2 時～ 4 時（予定）
場　所 ホテルグランヴィア京都 5 階 「古今の間」
 （JR京都駅直結）
◆ 2019年度活動報告ならびに決算報告
◆ 2020年度活動方針（案）ならびに予算（案） 等
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、例年開催の講演会・懇親会は中
止します。定期総会は、社会的距離を考慮するなど感染予防に努め、開催します。
※ 定期総会のご出席は、 ６月25日頃にお送りした往復ハガキにてお知らせ下さい。

精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
改
定
テ
ー
マ
に

精
神
科 

　
東
前 

隆
司

診診 療療 報報 酬酬
改定こうみる

2020

8

協会の制度融資をご活用下さい
保険医協会は医業経営をさらにバックアップします

新規開業資金
期　間：20年
限度額：1 億円
斡旋手数料：無料
（2021年 5 月委員会決定分まで）

運転資金
期　間：1 年（短期）、3 年（中期）
 5 年（長期） 以内
限度額：1,000万円
斡旋手数料：無料
（2020年11月委員会決定分まで）

※利率は12月 1 日付で見直します

利率

0.6％
利率

0.3％

運転資金の手数料も無料に京都銀行取扱い

金利・
手数料優遇キャンペーン実施中

2 0 2 0 年 (令和 2年) 7 月 1 0 日第 3 0 7 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

ゴルフをたしなむ
会員・ご家族の
みなさま

○ 保険期間 （中途での加入も可能）

8 月  5  日 午後 4 時から 1 年間
○ 会員のご家族も加入できます

ゴルファー保険にご加入ですか?

本紙3075号にて案内パンフレットをお届けしています

◆ 改定により、保険料引き
下げとなりました。

◆  商品改定に伴い、Ａセッ
トの保険金額が変更とな
りました。

① ゴルファー賠償責任保険
金額
1 億5,000万円 ➡ 2 億円
②ゴルフ用品保険金額
　61万円 ➡ 60万円

保険料は20%割引でお得 !

ＤＣゴールドカード
　京都クレジットサービス（株）と提携している
ゴールドカードは、京都府保険医協会の会員は個
人・家族・法人カードとも年会費は永久無料です。
　有利な特典も備えております。ぜひお申込みをご
検討下さい。 年会費永久無料



　
回
答
者
68
人
の
内
訳
は
内
科

系
70
％
（
47
人
）、
外
科
系
30

％
（
20
人
）
だ
っ
た
。
な
お
、

無
回
答
者
に
つ
い
て
は
集
計
か

ら
除
い
た
。

　
20
年
度
診
療
報
酬
改
定
が
実

施
さ
れ
2
カ
月
が
経
過
し
た
。

診
療
報
酬
抑
制
の
た
め
に
点
数

表
を
む
や
み
に
複
雑
化
す
る
一

方
で
、
レ
セ
プ
ト
記
載
事
項
を

多
数
追
加
す
る
等
、
医
療
機
関

に
負
担
を
求
め
る
改
定
と
な
っ

た
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
不
合
理
と
思

う
点
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
12

人
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

点
数
の
複
雑
化
、
細
分
化
に
悲
鳴

医
療
機
関
を
安
上
が
り
に
使
お
う
と
す
る

政
策
に
は
断
固
反
対

　
「
初
・
再
診
料
が
上
が
ら
な

い
、
低
い
」（
2
人
）、「
腹
部

超
音
波
エ
コ
ー
の
領
域
部
位
の

記
載
」（
2
人
）、「
点
数
表
の

複
雑
化
は
単
に
抑
制
の
た
め
と

し
か
思
え
な
い
」「
点
数
表
が

細
分
化
さ
れ
す
ぎ
て
、
ど
の
項

目
で
請
求
し
て
良
い
か
分
か
ら

な
い
」「
花
粉
症
（
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
等
）
が
何
故
特
定

疾
患
と
な
ら
ず
指
導
料
が
算
定

で
き
な
い
の
か
」「
訪
問
診
療

料
（
Ⅰ
）
の
『
2
』
の
算
定
期

間
制
限
に
つ
い
て
、
実
際
に
は

併
診
が
長
引
く
ケ
ー
ス
が
あ

る
」「
診
察
は
対
面
に
よ
る
丁

寧
な
問
診
、
身
体
診
察
が
基
本

で
あ
り
『
手
抜
き
診
療
』
で
あ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
な
し
く

ず
し
的
な
拡
大
は
決
し
て
容
認

　
5
月
29
日
の
経
済
財
政
諮
問

会
議
資
料
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
を
踏
ま
え
た
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
（
電
話
や
情
報
通
信
機
器

を
用
い
た
診
療
）
は
全
国
平
均

で
13
・
2
％
の
医
療
機
関
が
実

施
し
て
い
る
が
、
京
都
府
は
最

も
少
な
い
3
・
5
％
で
あ
る
。

　
今
回
の
診
療
報
酬
上
の
臨
時

的
対
応
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
臨
時
的
対
応
を
実
施
し

て
い
る
医
療
機
関
が
多
い
こ
と

を
前
提
に
組
み
立
て
た
こ
と
か

ら
、
分
母
の
小
さ
い
結
果
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
前
置

き
し
て
お
く
。

　
ま
ず
電
話
等
に
よ
る
初
診
を

実
施
、
算
定
し
て
い
る
か
質
問

し
た
と
こ
ろ
、「
し
て
い
る
」

13
％
（
9
人
）、「
し
て
い
な

い
」
87
％
（
59
人
）
で
あ
っ
た

（
図
1
）。「
算
定
し
て
い
る
」

9
人
に
医
学
的
に
問
題
を
感
じ

る
例
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し

た
と
こ
ろ
、「
例
が
あ
る
」89
％

（
8
人
）、「
例
は
な
い
」
11
％

（
1
人
）
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
算
定
し
て
い
る
」

9
人
に
2
8
8
点
で
は
な
く
2

1
4
点
を
算
定
す
る
こ
と
を
ど

う
思
う
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
2
8
8
点
が
算
定
で
き
る
べ

き
」
63
％
（
5
人
）、「
2
1
4

点
で
妥
当
」
38
％
（
3
人
）
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
慢
性
疾
患
等
の
患
者

に
つ
い
て
電
話
等
に
よ
り
再
診

を
行
っ
た
場
合
で
、
特
定
疾
患

療
養
管
理
料
な
ど
限
ら
れ
た
医

学
管
理
や
通
院
・
在
宅
精
神
療

法
に
つ
い
て
1
4
7
点
を
算
定

で
き
る
取
扱
い
を
実
施
、
算
定

し
て
い
る
か
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
し
て
い
る
」
34
％
（
23

人
）、「
し
て
い
な
い
」
66
％

（
44
人
）
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

「
算
定
し
て
い
る
」
23
人
に
医

学
的
に
問
題
を
感
じ
る
例
の
有

無
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
例
が
あ
る
」
52
％
（
12

人
）、「
例
は
な
い
」
48
％
（
11

人
）
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
算
定
し
て
い
る
」

23
人
に
告
示
点
数
で
は
な
く
一

律
に
1
4
7
点
を
算
定
す
る
こ

と
を
ど
う
思
う
か
質
問
し
た
と

こ
ろ
、「
電
話
等
で
も
通
常
の

点
数
が
算
定
で
き
る
べ
き
」
61

％
（
14
人
）、「
1
4
7
点
で
妥

当
」
39
％
（
9
人
）
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

算
定
要
件
を
緩
和
し
て
、
算
定

を
容
易
に
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
あ
る
一
方
、
普
及
に
よ
り

医
療
機
関
が
安
上
が
り
に
使
わ

れ
て
し
ま
う
懸
念
も
あ
る
が
、

算
定
要
件
の
緩
和
、
算
定
の
容

易
化
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
賛
成
」17
％

（
11
人
）、「
反
対
」
64
％
（
41

人
）で
あ
っ
た
（
図
3
）。う
ち

内
科
系
で
は
「
賛
成
」
22
％

（
10
人
）、「
反
対
」
60
％
（
27

人
）、
外
科
系
で
は
「
賛
成
」

0
、「
反
対
」
78
％
（
14
人
）

と
な
り
、
外
科
系
で
は
賛
成
は

な
か
っ
た
。

　
そ
の
他
の
意
見
で
は
、「
離

島
、
へ
き
地
に
限
定
す
べ
き
」

「
条
件
を
絞
っ
て
の
普
及
に
は

賛
成
」「
必
要
な
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
は
す
す
め
る
べ
き
」「
治

療
を
補
完
的
に
強
化
す
る
位
置

づ
け
だ
」「
感
染
疑
い
例
で
は

仕
方
な
い
と
思
う
が
、
管
理
料

は
同
点
数
に
す
べ
き
。
そ
う
し

な
い
と
、
点
数
の
低
い
電
話
再

診
等
に
患
者
が
流
れ
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
」等
が
出
さ
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
（
疑
い
を
含
む
）
の
外

来
診
療
を
行
っ
た
場
合
、
院
内

ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料（
3
0
0

点
）
が
算
定
で
き
る
が
実
施
、

算
定
し
て
い
る
か
質
問
し
た
と

こ
ろ
、「
し
て
い
る
」
25
％

（
17
人
）、「
し
て
い
な
い
」
75

％
（
50
人
）
で
あ
っ
た
（
図

4
）。
う
ち
内
科
系
で
は
「
し

て
い
る
」
36
％
（
17
人
）、「
し

て
い
な
い
」
64
％
（
30
人
）
に

対
し
て
、外
科
系
で
は
「
し
て

い
る
」
0
、「
し
て
い
な
い
」

1
0
0
％
（
19
人
）
と
な
り
、

外
科
系
で
「
し
て
い
る
」
は
な

か
っ
た
。

　
算
定
し
て
い
る
回
答
者
に
困

り
ご
と
や
意
見
を
質
問
し
た
と

こ
ろ
、「
防
護
服
・
防
護
具
が

不
足
し
て
困
っ
て
い
る
」（
3

人
）「
防
護
服
・
防
護
具
が
3

0
0
点
で
は
ま
か
な
え
な
い
。

赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
」「
か

か
っ
て
い
る
手
間
を
考
え
れ
ば

5
0
0
点
ぐ
ら
い
で
も
」「
発

熱
患
者
全
員
に
算
定
す
る
か
悩

ん
だ
」「
何
を
も
っ
て
の
ト
リ

ア
ー
ジ
な
の
か
判
断
で
き
な

い
」
等
が
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
臨
時
的
対
応
に
関
し

て
自
由
意
見
を
訊
い
た
と
こ

ろ
、17
人
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
高
齢

者
の
診
療
に
は
不
適
当
」「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
継
続
に
は
医

学
的
疑
問
を
感
じ
る
」「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
普
及
は
致
し
方

な
い
が
医
療
機
関
を
安
上
が
り

に
使
お
う
と
す
る
政
策
に
は
断

固
反
対
」「
我
々
は
患
者
を
直

接
診
て
触
れ
て
診
療
す
べ
き

だ
」「
整
形
外
科
単
科
だ
が
電

話
診
療
に
は
な
じ
ま
な
い
」

「
保
険
点
数
を
一
般
診
療
で
も

2
倍
に
す
る
よ
う
政
府
に
訴
え

て
ほ
し
い
」「
医
療
経
営
悪
化

が
叫
ば
れ
、
医
療
で
も
休
業
補

償
、
収
入
補
償
を
行
う
べ
き
」

（
3
人
）「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
体

制
を
早
く
作
っ
て
ほ
し
い
」

「
入
退
院
が
減
少
し
て
い
る
た

め
平
均
在
院
日
数
の
緩
和
を
強

く
望
む
」
等
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
と
し
て
は
、
点
数
を
抑

制
し
、
医
療
機
関
を
安
上
が
り

に
使
う
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を

口
実
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

を
安
易
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る

動
き
に
は
反
対
の
立
場
だ
。
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◆ 万が一、 事故やケガ、 病気で 「就労不能」 状態に
なったとき入院中だけでなく自宅療養でも

一番必要なのは休業中の収入補償 !

休業補償制度

医院の維持・継続に最適 !

所得減少リスクを
カバーする保険と
して最適です。

健
康
時
の
所
得

２
カ
月
間
診
療
報
酬

窓
口

２
カ
月
後
診
療
報
酬
も

健
康
時
の
所
得
に
回
復

傷病手当金

仕事復帰事故で入院！

（ 所 得 補 償 保 険 ）

加入者が新型コロナウイルスに感染し休業した場合は保険の対象です

所得補償保険があれば
…

毎月
給付

毎月
給付

毎月
給付

図 1 電話等による初診の実施・算定

図 2  慢性疾患等の患者の電話等
による再診の実施・算定

図 3  オンライン診療の算定要件
の緩和・容易化

図 4 院内トリアージ実施料の算定

配当金 17.29%（2019年実績）
※ 数字は年間保険料に対する割合です。

グループ保険

● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により加入できる保険金額
は異なります）。

●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り保険年齢75
歳まで。

● 配偶者は3,000万円まで、 お子様 （ 3 ～22歳） は400万円まで加入できます。
● １年ごとに収支計算を行い、 剰余金が生じた場合は、 配当金を受け取れます。
※保険医共済会への入会 （入会金1,000円） が必要です。

2019年から 掛金が安くなりました。
 会員の最高保険金額も6,000万円に。

生 命 保 険
※ 毎月10日締切で受付。
効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

で
き
な
い
」「
電
子
カ

ル
テ
未
導
入
で
電
子
化

が
進
ん
で
い
な
い
病
院

に
と
っ
て
、
デ
ー
タ
提

出
等
へ
の
対
応
に
大
変

苦
慮
す
る
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
意
見
を
参
考
に
し
て

不
合
理
是
正
要
求
案
を

と
り
ま
と
め
た
い
。

していない
59人 87%

している
9人 13%

していない
44人 66%

している
23人 34%

その他
12人 19%

反対
41人 64%

賛成
11人 17%

していない
50人 75%

している
17人 25%

2 0 2 0 年 (令和 2年) 7 月 1 0 日 第 3 0 7 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

代議員月例
アンケート 126

実
施
日
＝
2
0
2
0
年
5
月
22
日
〜
6
月
5
日

対
象
者
＝
代
議
員
・
予
備
代
議
員
1
7
4
人
、
回
答
数
＝
68（
回
答
率
39
％
）

「
20
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
不
合
理
点
」 と

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
か
か
る

診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
対
応
」 に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
口
実
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

安
易
な
拡
大
容
認
で
き
ず



　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、保健
所があらためて脚光を浴びた。保健所は感染症のみな
らず、食品安全、飲料水安全、生活環境安全等、健康
危機へ対応する唯一無二の公的機関として、第一線に
立ち、新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでい
る。あらためてその存在意義を広く知らしめるととも
に、これまでの保健所に対する国の「改革」が果たし
て正当・妥当であったのか、その検証も促す契機にも
なっている。

強権から人権保障へ
　保健所は1874年の医制に端を発する。明治維新後に
コレラが大流行し、その制圧が国家的課題となった。
いまだ保健所はなく、「健康ヲ看護シテ生命ヲ保全セ
シムル事」の一環に位置付けられた警察行政が伝染病
予防に従事した。有効な治療法もなく、感染した大半
の人が生命を落とす現実を前に、国が設置した隔離収
容施設（避病院）への警察権力による強制隔離、患者
の発生した家屋への病名票貼付、家屋前の交通の制
止、密告の励行といった強権策に対する民衆の怒りが
爆発し、後にコレラ一揆と称される運動を招来させた
のは余りに有名であるⅰ。以降、衛生行政は紆余曲折
を経ながら1937年の旧保健所法制定による保健所創設
へ結実するが、伝染病予防が警察の手から離れるのは
戦後を待つこととなる。
　旧保健所法の下で設置された保健所は結核撲滅や母
子保健を任務としつつも、時を同じくした日中戦争開
戦、戦時体制の本格化によって健康な兵力の確保のた
めの衛生行政を担う機関との性格が濃厚となった。
　保健所が人々の生命・健康を守るための衛生行政の
第一線機関へと位置付けられたのは敗戦後、1947年に
GHQが「保健所機能の拡充強化に関する件」を発出
し、新たな保健所法が制定された時である。この背景
には言うまでもなく、今日の日本国憲法の制定があ
り、第25条で謳われる生存権保障としての公衆衛生観
が基礎となっている。この期においてようやく衛生警
察行政が保健所業務に移管・統合され、人権思想の発
展、医師・保健師ら専門スタッフによる献身的な活躍
によって保健所の役割は深化を遂げる。当時、保健所
は人口10万につき１カ所が必置とされ、所長は医師で
あることが厳格に求められ、保健師ら専門スタッフは
地域を担当し、積極的にアウトリーチし、新生児から
高齢者までの健康課題に立ち向かった。同時に、感染
症・食中毒をはじめとした衛生政策を住民とともに推
進したのである。

新自由主義改革としての保健所解体・縮小
　しかしそのような枠組みが1990年代になると大きく
揺らいだ。直接には法改正（1994年：保健所法から地

域保健法への改正）が引鉄であるⅱ。保健所設置の基
準は人口10万人に１カ所から二次医療圏に１カ所へ変
更され、保健所数は激減する。92年には852カ所あっ
た保健所が97年には706カ所、2020年度現在では469カ
所となっているⅲ。保健所数減少の政策を正当化する
ために用いられるのは、同時に法改正で設置が定めら
れた（任意）市町村保健センターとの役割分担であ
る。保健センターは住民に身近な健康問題の窓口とな
り、保健所は問題解決に必要な専門的・技術的サービ
スを提供する機関となるⅳ、というものだが、そもそ
も保健センターと保健所は同じものではない。今回の
コロナ禍に照らしていえば、例えばPCR等の行政検
査や感染症動向の把握、対応を保健センターは直接に
担当する組織とはされていないのである。同改正の趣
旨について1993年の厚生白書は次のように書いてい
る。「地域保健対策は、具体的には、老人保健対策、
母子保健対策、精神保健対策、伝染病対策、環境衛生
対策、食品衛生対策、健康づくり、医療監視など、多
岐にわたっている。これらの対策は、従来、保健所を
中心として、主として社会防衛的な観点から実施され
てきたが、最近の急激な人口の高齢化、慢性疾患を中
心とした疾病構造の変化、地球環境などの生活環境問
題に対する意識の高まりなど、地域保健対策をめぐる
状況は大きく変化している…（後略）ⅴ」 。今から読
み返すと、感染症対策を主軸とした政策から慢性疾患
（生活習慣病）を主軸とした政策への転換が宣言され
た文章とも受け取れよう。それ自体甘い認識だった、
といっても後の祭りである。
　さらに地域保健法はそれとしての意義を持つものと
評価すべき点もあろう。しかし一方で保健所法から同
法への移行は、多分に新自由主義改革の発想が反映さ
れたものであることを見落としてはならない。地域保
健法成立後の1996年、橋本龍太郎政権が発足すると、
日本は史上初めての新自由主義改革＝構造改革政治の
時代に突入した。国の果たす役割を究極まで絞り込
み、地方へ譲り渡していく「小さな政府」論をバック
ボーンとした第一次地方分権改革が日本を覆う中、国
が保健所の「必置規制」と「保健所長の医師資格要
件」の廃止を事実上、打ち出した。結果、必置規制は
守られたが保健所長の医師資格要件には「適切な医師
が確保できない場合」に限って、ではあるが風穴が開
けられたのである。
　なお、京都市がかつて全行政区にあった保健所の１
カ所への統合や人員削減によって、PCR検査が進ま
ないこと、過労死ラインを遥かに超える月200時間超
の残業を強いられた職員が生み出されたのではと指摘
する報道があったⅵ。政令指定都市における保健所廃
止も元を辿れば地域保健法制定が契機であり、最高時
124カ所（1994年）あった指定都市の保健所は2020年
現在26カ所である。京都市の保健所集約化は2010年な
ので、比較的後年まで行政区保健所を存続させたとい

える。しかし結局はその流れに便乗して廃止したこと
に違いはなく、その結果は報道のとおりである。

人権保障としての公衆衛生施策の抜本拡充を
　さて、全国で取り上げられる保健所の危機に対し、
厚生労働省もこれを放置できなかったのであろう。同
省の「新型コロナウイルス感染症対策推進本部」は６
月19日、「今後を見据えた保健所の即応体制の整備に
ついて」を都道府県・保健所設置市・特別区宛に発出
した。通知には「指針」が付され、「即応体制の整備」
の取組状況を厚労省に報告させるフォーマットまで添
えられている。
　通知は、各保健所が今後の新型コロナに対する「即
応体制」を構築できるよう、「最大需要」（陽性者数・
検査実施件数・相談件数）を国の示す方法に基づき算
定し、それに対応し得る人員体制を設定させる、とい
うのが主な内容である。だが肝心の人員確保につい
て、通知にはいかなる手当も示されていない。書かれ
ているのは、「限りある技術系職員」でなくとも「代
替可能な業務」については、「本庁の事務系職員等を
派遣」「関係機関・団体等からの応援派遣」「OB職員
の復職」で対応すること。また研修医については「地
域医療研修の代替として」動員することを示唆してい
る。そして、「どの業務」を「どの地域の医師会など
の団体や民間事業者等に」、「どのような条件で外部委
託するのか」について、「具体的な事前の整理」を示
している。予想される人員確保についての具体策とし
て国が示しているのは、それらに尽きている。
　そこには、これまで一貫して保健所数を減少させ、
体制を縮小させてきた自らの政策に対する真摯な反省
は皆無である。
　ちなみに「外部委託」はすでに相当程度進んでい
る。
　例えば京都市は帰国者・接触者相談センターを３月
９日から「日本トータルテレマーケティング株式会
社」に委託している。同社は東京に本社があり、コー
ルセンターは熊本である。正体不明の新たな感染症に
対峙させられている住民の恐怖、不安を受け止めるの
は保健所の重要な任務である。そしてその任務を果た
しうるのは、地域に密着し、医師をリーダーに専門職
をはじめとした公務労働者によるチームでなければな
らない。
　公衆衛生施策は人権保障としてとらえ、拡充を検討
する必要がある。そもそも感染症対策は「隔離」や
「休業」という人権上の制約を事実上もたらし得る業
務であり、その反面、行政の介入によって個人と地域
の生命・健康を両立して守る仕事である。だからこ
そ、公的な役割を負う労働者の手で、徹頭徹尾、行わ
れなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ⅰ 　論文「近代日本における警察的衛生行政と社会的排除に関
する研究」中馬充子著、『病気の社会史―文明に探る病因 』
（岩波現代文庫）立川昭二著を参照した。
ⅱ 　『自治体病院の歴史　住民医療の歩みとこれから』（三輪書
店）伊関友伸著を参照した。
ⅲ 　全国保健所長会ホームページ「保健所設置数・推移」を参
照した（2020年６月29日閲覧）。
ⅳ 　『自治体病院の歴史　住民医療の歩みとこれから』（三輪書
店）伊関友伸著503ページ。
ⅴ 　論文「地域の医療と介護を知るために―わかりやすい医療
と介護の制度・政策―第23回 保健所と地域保健法」（「厚生の
指標」第65巻第７号・2018年７月所収）48ページ～49ページ
ⅵ　京都新聞朝刊2020年６月９日
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在
医
総
管
等
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る

臨
時
的
取
扱
い
に
つ
い
て

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

―― 明日は我が身

定価 3,000円
京都協会会員 1,000円
他府県協会会員 2,000円
 ※いずれも税込、送料別

　
Ｑ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
診
療
報
酬
上
の

臨
時
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て

（
そ
の
14
）（
20
年
4
月
24
日
）

の
問
4
に
お
い
て
、
前
月
に

「
月
2
回
以
上
訪
問
診
療
を

行
っ
て
い
る
場
合
」、
感
染
懸

念
か
ら
当
月
が
訪
問
診
療
1
回

に
加
え
て
電
話
等
診
療
と
な
っ

た
場
合
で
も
、
在
宅
時
（
施
設

入
居
時
）
医
学
総
合
管
理
料

（
以
下
、
在
医
総
管
等
）
の

「
月
2
回
以
上
訪
問
診
療
を

行
っ
て
い
る
場
合
」
が
算
定
で

き
る
取
扱
い
が
示
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
は
現
時
点
で
も
有
効

か
。

　
Ａ
、
有
効
で
す
。
前
月
に
月

2
回
以
上
の
訪
問
診
療
を
行
っ

て
お
り
、
当
月
が
訪
問
診
療
1

回
と
電
話
等
診
療
と
い
う
条
件

を
満
た
す
場
合
の
在
医
総
管
等

の
臨
時
的
取
扱
い
に
は
、
特
に

歴
月
の
限
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
月
以
降
も
訪
問
診

療
1
回
と
電
話
等
診
療
と
な
る

場
合
に
は
、
次
月
以
降
は
「
月

1
回
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る

場
合
」
の
在
医
総
管
等
を
算
定

し
ま
す
。

　
な
お
、（
そ
の
14
）の
問
4
の

臨
時
的
な
取
扱
い
の
う
ち
、
3

月
に
「
月
2
回
以
上
訪
問
診
療

を
行
っ
て
い
る
場
合
」
で
、
4

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
誰

も
望
ま
な
い
災
難
だ
が
、
そ
れ
に

伴
っ
て
人
々
が
、〝
常
識
〞
に
疑

問
を
持
ち
始
め
た
こ
と
も
あ
る
。

　
紙
の
書
類
に
ハ
ン
コ
を
つ
く
必

要
は
あ
る
の
か
、
職
場
へ
通
わ
な

く
て
も
仕
事
は
で
き
る
の
で
は
な

い
か
、
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ジ
オ
に
人

を
集
め
な
く
て
も
リ
モ
ー
ト
出
演

で
足
り
る
か
も
…
…
。

　
筆
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
の
は

「
世
帯
」
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
経
済
対
策
と

し
て
政
府
が
当
初
考
え
た
の
は
、

所
得
が
大
幅
に
減
っ
た
世
帯
に

限
っ
て
1
世
帯
30
万
円
を
支
給
す

る
案
。
批
判
や
異
論
を
受
け
、
住

民
登
録
の
あ
る
全
世
帯
に
1
人
あ

た
り
10
万
円
を
支
給
す
る
特
別
定

額
支
給
金
に
変
更
さ
れ
た
。

　
た
だ
し
、
世
帯
主
が
申
請
し
て

ま
と
め
て
受
け
取
る
方
式
。
Ｄ
Ｖ

で
避
難
し
た
人
は
、
保
護
命
令
や

支
援
機
関
の
確
認
書
な
ど
が
あ
れ

ば
別
に
受
給
で
き
る
が
、
逃
げ
る

前
な
ら
世
帯
主
が
受
け
取
る
。

　
不
仲
で
別
居
中
の
人
の
分
も
、

入
院
・
入
所
中
の
人
の
分
も
、
住

民
票
が
同
じ
な
ら
世
帯
主
へ
。
勝

手
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
に
使
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
は
人
数

に
関
係
な
く
1
世
帯
2
枚
。
世
帯

単
位
の
給
付
っ
て
ど
う
よ
、
と
い

う
声
が
上
が
る
の
は
当
然
だ
。

　
そ
も
そ
も
世
帯
と
は
何
か
。
正

確
に
答
え
ら
れ
る
人
は
公
務
員
を

含
め
て
皆
無
に
近
い
だ
ろ
う
。

　
と
い
う
の
は
、
ス
ッ
キ
リ
し
た

答
え
が
存
在
し
な
い
か
ら
だ
。

　
一
般
的
に
は
、
住
居
と
生
計
が

同
じ
親
族
が
1
つ
の
世
帯
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
住
民
登
録
は
、
同
じ
家

に
暮
ら
す
親
族
で
も
別
世
帯
に
で

き
る
。
逆
に
、
赤
の
他
人
で
も
同

一
世
帯
に
で
き
る
。
世
帯
主
も
変

え
ら
れ
る
。
進
学
や
仕
事
で
別
の

生
活
場
所
が
で
き
て
も
住
民
登
録

を
移
す
か
ど
う
か
は
自
由
。
東
京

で
生
ま
れ
育
っ
た
世
襲
政
治
家
が

選
挙
区
に
住
民
票
を
置
い
て
い
て

も
、
と
が
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
他
の
法
律
・
制
度
に
も
世
帯
の

用
語
や
概
念
は
登
場
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
意
味
は
ま
ち
ま
ち
だ
。

　
医
療
保
険
上
の
世
帯
は
、
同
じ

保
険
者
の
保
険
に
属
す
る
人
。
夫

婦
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
働
い
て
い
た

り
片
方
が
75
歳
以
上
だ
っ
た
り
す

る
と
、
別
世
帯
に
な
る
。

　
介
護
保
険
は
個
人
加
入
だ
が
、

65
歳
以
上
の
人
の
利
用
者
負
担
割

合
は
、
住
民
票
の
世
帯
内
で
65
歳

以
上
の
人
だ
け
の
収
入
状
況
を
合

計
し
て
判
定
す
る
。

　
障
害
者
の
自
立
支
援
医
療
の
負

担
限
度
額
は
、
医
療
保
険
上
の
世

帯
の
住
民
税
額
で
変
わ
る
。
同
じ

法
律
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
負
担
上
限
額
は
、
本
人
と
配

偶
者
だ
け
の
所
得
で
決
ま
る
。

　
生
活
保
護
制
度
上
の
世
帯
は
同

一
生
計
を
意
味
す
る
が
、
長
期
入

院
・
入
所
者
は
分
離
で
き
、
同
居

で
も
大
学
生
は
分
離
さ
れ
る
。

　
年
金
、
税
金
は
個
人
単
位
で
、

そ
こ
に
親
族
、
扶
養
、
生
計
維
持

な
ど
の
関
係
性
を
加
え
て
適
用
す

る
。
医
療
費
控
除
は
生
計
を
共
に

す
る
人
の
合
計
額
で
決
ま
る
。

　
そ
う
い
う
違
い
が
あ
る
の
に
、

役
所
の
説
明
文
は
「
世
帯
」
と
し

か
書
い
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、

や
や
こ
し
く
て
し
か
た
が
な
い
。

　
民
法
に
親
族
の
規
定
は
あ
っ
て

も
、
世
帯
の
概
念
は
な
い
（
旧
民

法
は
家
制
度
が
軸
だ
っ
た
）。

　
現
実
の
家
族
形
態
は
、
核
家
族

化
ど
こ
ろ
か
、
単
身
化
が
進
み
、

ひ
と
り
親
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
な

ど
多
様
な
形
が
増
え
て
き
た
。

　
様
々
な
制
度
を
、
個
人
単
位
に

し
て
関
係
性
を
加
味
す
る
形
に
組

み
替
え
る
こ
と
を
、
本
気
で
考
え

る
時
期
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
20
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
筋
緊
張
性
頚
部
痛
等

で
来
院
。
頸
椎
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
に
よ
り
頸
椎
に
異
常
所
見
は

認
め
ら
れ
ず
、
筋
・
筋
膜
性
の

頚
部
痛
と
診
断
さ
れ
た
。
右
僧

帽
筋
部
に
圧
痛
が
あ
り
痛
み
が

慢
性
化
し
て
い
た
た
め
、
早
期

の
寛
解
を
得
る
目
的
で
、
消
炎

鎮
痛
剤
の
処
方
投
与
と
局
所
麻

酔
剤
リ
ド
カ
イ
ン
と
ス
テ
ロ
イ

ド
剤
を
混
合
し
て
ト
リ
ガ
ー
ポ

イ
ン
ト
注
射
が
行
わ
れ
た
。
な

お
、
副
作
用
と
し
て
次
回
の
月

経
が
不
順
に
な
る
可
能
性
の
説

る
と
と
も
に
救
急
車
を
手
配
し

て
医
師
も
同
乗
し
Ａ
医
療
機
関

へ
搬
送
し
た
。
救
急
隊
の
評
価

お
よ
び
Ａ
医
療
機
関
で
の
診
断

名
は
過
換
気
症
候
群
で
あ
っ

た
。 

　
患
者
側
は
Ａ
医
療
機
関
の
医

療
費
を
請
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
で
は
、
頸
部
ト

リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
注
射
に
よ
る

ふ
ら
つ
き
は
、
経
験
的
に
は
10

〜
15
分
で
改
善
が
認
め
ら
れ
る

が
、
今
回
は
副
作
用
と
し
て
月

経
不
順
の
み
説
明
し
て
い
た
の

で
、
ふ
ら
つ
き
が
生
じ
た
こ
と

に
患
者
が
動
揺
し
て
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ

た
。
な
お
、
過
換
気
症
候
群
に

つ
い
て
の
説
明
は
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
以
下
の
3
点
を
検
討
し
た
結

果
、
医
療
過
誤
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
①
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
施

行
す
る
際
に
、
ふ
ら
つ
き
が
生

じ
る
可
能
性
ま
で
説
明
す
る
義

務
が
あ
っ
た
か
。

　
②
4
カ
所
に
リ
ド
カ
イ
ン

（
1
・
0
％
・
0
・
5
％
）
を
合

計
18 

mL
使
用
。
90
〜
1
8
0

㎎
の
範
囲
と
な
る
が
、
適
量
で

明
が
あ
り
、
患
者
の
了
解
は
得

ら
れ
て
い
た
。
注
射
直
後
に
患

者
は
ふ
ら
つ
き
を
訴
え
た
の
で

ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ
て
血
圧
を
測

定
し
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｐ
94
／
60

で
あ
っ
た
が
、
5
分
後
に
は
Ｂ

Ｐ
1
1
8
／
66
に
回
復
し
た
。

約
20
分
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
突

然
両
脚
に
痙
攣
が
認
め
ら
れ
た

の
で
、
酸
素
マ
ス
ク
を
装
着
す

頸
部
ト
リ
ガ
ー
ポ
イ
ン
ト

注
射
に
よ
る
副
作
用
で
…

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
121

「
世
帯
」
っ
て
何
で
す
か 

？

あ
っ
た
か
。
用
量
は
通
常
、
成

人
1
回
2
0
0
㎎
が
基
準
最
高

容
量
と
さ
れ
、
1
時
間
以
内
で

は
3
0
0
㎎
と
さ
れ
る
。

　
③
過
換
気
症
候
群
発
症
初
期

に
必
要
な
処
置
は
、
呼
吸
を
緩

徐
に
さ
せ
た
り
、
袋
で
呼
気
を

集
め
て
再
呼
気
（
ペ
ー
パ
ー

バ
ッ
ク
法
）
さ
せ
た
り
し
て
血

中
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
増
加
を
要

し
、
Ｏ
２
投
与
に
問
題
は
な

い
。
し
か
し
、
過
換
気
症
候
群

と
気
づ
か
ず
酸
素
マ
ス
ク
を
装

着
し
た
こ
と
が
過
誤
と
判
断
さ

れ
る
か
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
調
査
検
討
を

行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
医
療

過
誤
の
な
い
旨
を
患
者
側
に
伝

え
た
と
こ
ろ
、
患
者
側
は
納
得

し
た
。

月
が
電
話
等
に
よ
る
診
療
の
み

の
場
合
で
も
在
医
総
管
等
を
算

定
で
き
る
取
扱
い
と
、
3
月
に

「
月
1
回
訪
問
診
療
を
行
っ
て

い
る
場
合
」
で
、
4
月
が
電
話

等
に
よ
る
診
療
を
複
数
回
実
施

し
た
場
合
に
「
月
1
回
訪
問
診

療
を
行
っ
て
い
る
場
合
」
の
在

医
総
管
等
を
算
定
で
き
る
取
扱

い
は
20
年
4
月
に
限
っ
た
取
扱

い
で
あ
り
、
5
月
以
降
は
該
当

し
ま
せ
ん
の
ご
注
意
下
さ
い
。

対　　象：京都府保険医協会会員
期　　間：10日間
貸出モデル：CPR対応訓練用モデル
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

救命救急対策に
救急蘇生モデルのご活用を

貸出無料

針刺し事故等補償プラン

針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

団体傷害総合保険
損保ジャパン取扱

補償制度費用保険
特約セット型約定
履行費用保険
三井住友海上取扱

お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

1.  被保険者が医療関係の業務に従事中に生じた偶然な血
液暴露事故を直接の原因として、HBVに感染後Ｂ型肝
炎を発病して治療を受けた場合、HCV・HIVに感染し
た場合に保険金をお支払い

2.  日常生活における急激かつ偶然な外来の事故によるケ
ガも補償

3.  保険料は団体割引20％を適用（京都府保険医協会が契
約者となる団体契約）

● 院長も給付対象者!!　＊従業員の加入が前提です。
● 手術中の血液飛散による吸入事故も対象!!
●  見舞金の給付を受けた後でも、再度の針刺し事故で別 
の感染症に感染または発病した場合も、給付対象!!

●  保険料は確定方式!!　面倒な精算手続きはございません。
 ＊ 保険料は労災保険申請人数で算出いたします。所定の通知書にてご通知下さい。

中途でも加入できます!!

身近なリスクの備えに

2 0 2 0 年 (令和 2年) 7 月 1 0 日 第 3 0 7 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）

9



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
か
ら
、
外
出
自
粛
や
三
密

を
避
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。
私
た
ち
の
勉
強
の
機
会
で
あ

る
学
術
講
演
会
も
、
ほ
と
ん
ど
が

中
止
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
り
つ

け
医
機
能
研
修
会
な
ど
も
中
止
と

な
っ
て
、
今
年
の
研
修
単
位
が
ど

う
な
る
の
か
と
心
配
し
て
い
る
。

　
当
面
の
学
校
健
診
や
職
場
健
診

も
中
止
と
な
っ
て
い
て
、
学
校
や

事
業
所
に
行
く
機
会
も
減
っ
て
い

る
。
診
療
所
だ
け
の
業
務
な
ら
、

こ
れ
ほ
ど
体
力
が
温
存
で
き
る
の

か
と
実
感
し
て
い
る
。

　
今
年
の
特
定
健
診
も
延
期
と
な

り
、
ま
た
通
常
の
外
来
患
者
の
受

診
も
少
な
く
、
持
て
余
し
た
外
来

の
時
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
ん

で
過
ご
し
て
い
る
。

　
数
カ
月
ぶ
り
に
高
血
圧
で
診
て

い
る
Ｋ
さ
ん
が
受
診
さ
れ
た
。
Ｋ

さ
ん
は
下
肢
動
脈
閉
塞
が
あ
り
血

管
内
治
療
を
し
て
も
ら
っ
て
抗
血

小
板
薬
を
服
薬
し
て
い
る
。

　
「
ず
い
ぶ
ん
久
し
ぶ
り
で
す
ね
」

　
「
そ
う
な
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
が

怖
く
っ
て
、
家
族
か
ら
外
に
出
る

な
と
言
わ
れ
て
受
診
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
」

　
「
そ
れ
で
、
お
薬
は
飲
ん
で
い

た
の
で
す
か
」

　
「
途
中
で
何
回
か
お
薬
を
家
族

に
取
り
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
「
下
肢
の
調
子
は
ど
う
で
す

か
。
で
き
る
だ
け
下
肢
を
動
か
し

て
下
さ
い
ね
」

　
「
介
護
施
設
が
閉
ま
っ
て
い

て
、
し
ば
ら
く
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
自
宅
で
は
で
き
る

だ
け
動
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
「
そ
う
し
て
下
さ
い
」

　
「
今
日
は
、
診
察
し
て
も
ら
っ

て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」

　
近
郊
の
介
護
施
設
の
職
員
に
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
が
発
生
し
た
。
幸

い
に
も
入
所
者
ら
に
は
広
が
ら
ず

事
な
き
を
得
て
い
る
。
全
国
的
に

も
そ
う
い
っ
た
事
例
が
多
か
っ
た

か
ら
か
、
介
護
施
設
の
休
業
が
相

次
い
だ
時
期
が
あ
っ
た
。

　
「
そ
れ
で
、
心
臓
の
検
査
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
」

　
「
心
臓
の
血
管
も
詰
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
の
で
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
で
治

療
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

　
「
そ
れ
で
、
い
つ
治
療
を
受
け

る
の
で
す
か
」

　
「
先
週
の
予
定
だ
っ
た
の
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
が
心
配
で
予
約
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
の
で
す
」

　
「
そ
れ
で
も
、
心
臓
発
作
を
起

こ
す
と
大
変
だ
か
ら
、
早
く
治
療

し
て
下
さ
い
ね
」

　
「
そ
う
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
病

院
の
駐
車
場
に
赤
い
テ
ン
ト
が

あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
の
検
査
場
だ
と

聞
く
と
受
診
す
る
の
が
怖
い
で
す
」

　
マ
ス
コ
ミ
で
は
病
院
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
と
伝
え
て

い
た
。
病
院
に
近
づ
く
と
コ
ロ
ナ

に
感
染
す
る
と
思
っ
て
い
る
方
も

あ
る
。
確
か
に
、
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
ー
パ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
客

と
従
業
員
の
間
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
に
よ
る
間
仕
切
り
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
保
つ
た
め
に
、
レ
ジ
に
並

ぶ
客
の
立
ち
位
置
も
表
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
物
々
し
い
状

コ
ロ
ナ
が
怖
い

況
に
接
す
る
と
不
安
が
高
ま
る
の

も
納
得
で
き
る
。

　
少
し
の
不
調
が
あ
る
と
来
院
さ

れ
る
Ｎ
さ
ん
が
来
ら
れ
た
。
こ
れ

ま
で
か
ら
神
経
質
な
ま
で
に
身
体

の
こ
と
を
気
に
し
て
定
期
的
に
健

診
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
過

程
で
、
甲
状
腺
が
ん
、
肺
が
ん
が

発
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
克
服
さ
れ

て
き
た
。

　
「
心
臓
が
ど
き
ど
き
し
て
寝
付

け
な
い
の
で
す
」

　
「
胸
の
痛
み
は
あ
る
の
で
す
か
」

　
「
い
い
え
、昨
日
、出
か
け
た
の
で
、

コ
ロ
ナ
に
罹
っ
て
な
い
か
と
心
配
で
」

　
コ
ロ
ナ
を
心
配
さ
れ
て
い
る
だ

け
あ
っ
て
、
マ
ス
ク
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
手
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手

袋
、
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
て
い
る
。

　
「
ま
た
ま
た
、大
げ
さ
だ
と
思
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
」

　
「
熱
も
な
い
し
、
息
切
れ
も
な

飯田 泰啓（相楽）

診診診
察
室 やややや 話よもやま

第 18 回

い
の
で
し
ょ
。
最
近
、
こ
の
地
域

で
は
コ
ロ
ナ
は
出
て
い
な
い
の
で

大
丈
夫
で
す
よ
」

　
「
ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
る
。
肺
が
ん
の
時
も
病
院
で

は
Ｃ
Ｔ
を
撮
っ
て
経
過
を
見
る
と

言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
手
術
の
結
果

は
が
ん
だ
っ
た
の
で
す
よ
」

　
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
と
立
つ

瀬
が
な
い
。
し
か
し
、
昨
日
外
出

し
た
だ
け
で
熱
な
ど
の
症
状
も
な

い
の
に
コ
ロ
ナ
か
と
言
わ
れ
る
と

判
断
の
し
よ
う
も
な
い
。
今
回

は
、
体
温
を
付
け
て
も
ら
い
な
が

ら
様
子
を
見
る
こ
と
で
納
得
し
て

も
ら
っ
た
。

　
寺
田
寅
彦
の
言
葉
で
は
な
い
け

れ
ど
、
も
の
を
こ
わ
が
ら
な
過
ぎ

た
り
、
こ
わ
が
り
過
ぎ
た
り
す
る

の
は
や
さ
し
い
が
、
正
当
に
こ
わ

が
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
の
よ
う

で
あ
る
。

　
笹
部
恒
敏
氏
（
享
年
62
、
西

京
）
6
月
20
日
ご
逝
去
。

　
西
村
緊
一
郎
氏
（
享
年
84
、

伏
見
）
6
月
25
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

環
境
問
題

環
境
問
題

146気
候
変
動
か
ら

 

気
候
危
機
へ

　
今
年
の
「
環
境
・
循
環
型
社

会
・
生
物
多
様
性
白
書
」（
環

境
白
書
）
で
、
気
候
変
動
の
影

響
と
み
ら
れ
る
災
害
が
激
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
類
を
含

む
全
て
の
生
き
物
の
生
存
基
盤

を
揺
る
が
す
「
気
候
危
機
」
が

起
き
て
い
る
と
し
、
環
境
相
は

「
環
境
省
と
し
て
気
候
危
機
宣

言
を
す
る
」
と
述
べ
た
。
白
書

で
は
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行

が
最
重
要
で
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
な
ど
の
取
り
組
み

強
化
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー

は
「
気
候
危
機
―
勝
て
る
競

争
」
と
し
て
以
下
を
公
表
し

た
。「
気
候
変
動
は
現
代
の
危

機
を
決
定
づ
け
て
お
り
、
私
た

ち
が
恐
れ
て
い
た
以
上
の
速
さ

こ
そ
大
胆
な
集
団
行
動
を
起
こ

す
時
で
す
」。

　
地
球
温
暖
化
で
は
「
何
十
億

ト
ン
も
の
Ｃ
Ｏ
2
が
毎
年
、
石

炭
や
石
油
、
ガ
ス
の
生
産
に
よ

り
、
大
気
中
に
放
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
間
の
活
動
は
、
記
録

的
な
水
準
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
そ
の

で
進
ん
で
い
ま
す
。
地
球
上

に
、
気
候
変
動
の
壊
滅
的
影
響

か
ら
無
傷
で
い
ら
れ
る
場
所
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
温
の
上
昇
は

環
境
破
壊
や
自
然
災
害
、
異
常

昇
を
続
け
、
北
極
氷
原
は
融
解

し
、
サ
ン
ゴ
礁
は
死
滅
へ
向
か

い
、
海
洋
の
酸
性
化
が
進
み
、

森
林
は
山
火
事
で
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
通
り
の
や
り

方
を
続
け
て
い
た
の
で
は
不
十

分
で
す
。
気
候
変
動
の
無
限
の

コ
ス
ト
が
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
ほ
ど
大
き
く
な
る
中
で
、
今

気
温
は
2
1
0
0
年
ま
で
に
3

℃
も
上
昇
し
、
私
た
ち
の
生
態

系
に
さ
ら
に
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
損
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
」。
食
料
不
安
と
水
不

足
で
は
、「
そ
の
影
響
は
主
と

し
て
、
貧
困
層
や
弱
者
層
に
及

び
が
ち
で
、
世
界
の
最
富
裕
国

と
最
貧
国
と
の
経
済
格
差
は
、

気
象
に
関
連
す
る
災
害
は
、
そ

の
頻
度
と
激
し
さ
が
と
も
に
増

し
て
い
ま
す
。
ど
の
大
陸
も
無

傷
で
は
な
く
、
熱
波
や
干
ば

つ
、
台
風
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
は
全

世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
、
災
害
の
90
％

が
気
象
・
気
候
関
連
と
み
な
さ

れ
て
お
り
、
2
6
0
0
万
人
が

貧
困
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま

す
」。
そ
し
て
、
紛
争
の
媒
介

役
と
し
て
、「
気
候
変
動
の
影

響
は
、
土
地
や
食
料
、
水
な
ど

の
資
源
の
獲
得
競
争
を
激
化
さ

せ
、
社
会
経
済
的
な
緊
張
状
態

を
高
め
る
ほ
か
、
多
く
の
避
難

民
発
生
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
今
後
の
道
の
り
と
し
て
、

「
科
学
は
私
た
ち
に
、
気
候
変

動
を
疑
う
余
地
は
な
い
こ
と
だ

け
で
な
く
、
そ
の
流
れ
を
断
ち

切
る
の
も
手
遅
れ
で
は
な
い
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
食
物
の
育
て
方
、

土
地
の
使
い
方
、
物
資
の
輸
送

方
法
、
経
済
の
動
か
し
方
な

ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で

根
本
的
な
変
革
が
必
要
と
な
り

ま
す
」
と
し
て
い
る
。（
引
用

文
は
一
部
省
略
し
て
い
る
）

 

（
政
策
部
会
・
飯
田 

哲
夫
）

勢
い
は
ま
っ
た
く
衰
え
る
兆
し

を
見
せ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の

気
温
は
産
業
革
命
以
前
の
水
準

を
少
な
く
と
も
1
℃
上
回
っ
て

お
り
、
科
学
者
た
ち
が
『
受
け

入
れ
が
た
い
リ
ス
ク
』
と
警
告

す
る
レ
ベ
ル
に
近
づ
い
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
全
世
界
的
な
排

出
量
を
削
減
で
き
な
け
れ
ば
、

気
象
、
食
料
不

安
と
水
不
足
、

経
済
の
混
乱
、

紛
争
や
テ
ロ
を

助
長
し
て
い
ま

す
。
海
面
は
上

さ
ら
に
広
が
る

可
能
性
が
高
く

な
っ
て
い
ま

す
」。

　
新
た
な
極
限

で
は
、「
異
常

改定関連書籍のご案内
診療報酬改定を詳説

これら書籍は会員に１冊
無料でお届けしています。
追加でご希望の場合は、
協会事務局までお問い合
わせ下さい。グリーンペー
パー№286（６月25日発行）
Ｐ56の申込書もご利用下
さい。

改定関連以外の書籍

通
常
号
で
も

投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
！

　
随
筆
（
8
0
0
字
程
度
）、

写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な
ど
、

な
ん
で
も
結
構
で
す
。
些
少
な

が
ら
お
礼
あ
り
！　
い
つ
ご
投

稿
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

多
く
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

訃
　
報

社
会
保
険
診
療
提
要

1 

冊 

4
8
6
0
円（
税
込
・
送
料
別
）

新
点
数
運
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Q
&
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レ
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プ
ト
の
記
載

1 

冊 

3
0
0
0
円（
税
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・
送
料
別
）

公
費
負
担
医
療
等
の
手
引

　
　
　
　
　
　
2
0
1
9
年
11
月
版

1 

冊 

4
4
0
0
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税
込
・
送
料
別
）
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